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　種　　別　　　　　
１．通常総会

３月 8日　

２．理事会
２月 18日

4月 30日
（書面理事会）

　概　　要
第 1号議案
「平成２１年度　事業報告、貸借対照表、正味財産増減計算書」ほか承認の件
第 2号議案
「平成２２年度　事業計画、事業予算書」承認の件
第 3号議案　その他総会議案
１．「理事・役員」選任の件
２．「相談役・顧問・参与」選任の件
３．その他
（於　東京　恵比寿　サッポロビール㈱　本社講堂）
第１号議案 通常総会議案の件
平成 22年 3月 8日開催の平成 21年通常総会議案について。
第２号議案 役員退任、新入会員審査の件
平成 21年 12月 26日死去　理事　金留　英資（就任日平成 16年 3月 23日）
新入会員別紙記載のとおり
第３号議案 その他
1. 後援名義の付与について
(1) 劇映画『大地の詩 -this one thing 1 do- 留岡幸助物語』
(2) 第 26 回太田義久書の個展（当倶楽部正会員）
2. 北方領土返還運動普及のための「きっかけグッズ」頒布事業の状況につい
て
2月 17日現在　頒布数　２，５３１個
3. 新年交礼会実施結果について
キャンペーン　
「北方領土返還」と「北方領土返還運動普及のための “きっかけグッズ ”の頒布」
１月２２日（金）１８時　ホテルニューオータニ麗の間　参加者　約 200 人
4. 総会は 3月 8日（月曜日）12時 30（サッポロビール本社講堂）の予定
5.・事務局次長（岡見）3月定年退職予定
・会報業務委託（担当　布施、上出）、6月終了予定
・当面 3月より派遣を 2名体制とする。
6. 平成 22年の理事会予定
（於　山王茶寮、日枝神社境内）
第 1号議案 
　新入会員審査の件
第２号議案 その他
１． ブラウンリボンバッジ頒布の状況（平成 22年 4月 14日現在）
頒布等の総数は４，２６７個である。
バッジ製作費 (5,500 個 )  646,275 円
切手、現金、請求分、倶楽部自己使用分等　合計収入（頒布等総数は 4,267 個）

平成２２年度庶務事項報告
平成 22年 1月 1日から平成 22年 12月 31日まで
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　種　　別　　　　　     　概　　要

６月１７日

     715,000 円
差引金額       68,725 円
２． 後援名義の使用承認の件　道産子サッポロビール会
３． 交流の夕べ（予定）　8月 4日 18時　銀座ライオンを仮予約中
４． 理事会の予定
（書面理事会）
第１号議案 交流の夕べの件
・日時：平成２２年８月４日（水）18～ 20時
・場所：銀座スターホール（東京都中央区銀座 5-8-1 サッポロ銀座ビル 9F）
・会費 7，000 円
・参加者　広く募集する、約 100 人の予定
・予定行事
１． 北海道倶楽部の下記キャンペーンの広報活動を行う。
① 北海道新幹線早期実現推進「新幹線早期実現」バッジ　キャンペーン
・「ブラウンリボン」バッジと同様、北海道新幹線早期実現推進（含む延伸）
運動のキャンペーン用バッジを作成し実費配布する。
・会員、「交流の夕べ」参加者には無償で配布する。
・「交流の夕べ」を正式なバッジのお披露目とする。
・バッジの配布方法、対価等は「ブラウンリボン」バッジに準じる。
 バッジのイメージ
(25mmx25mm)

② 北方領土返還運動推進「ブラウンリボン」バッジ　キャンペーン
③ ふるさと納税　キャンペーン
今回開始する①を中心に北海道倶楽部のキャンペーンを紹介、広報する。
２． 北海道関係者の交流に資する。
３． アトラクション（「ビヤホールの日」のアトラクションを招致）
第２号議案 特別講演会の件
北海道倶楽部の北方領土返還運動推進「ブラウンリボン」バッジ　キャンペー
ンにちなみ特別講演会を行う。
演題：「北方領土問題と北海道」ほか　講師：衆議院外務委員長鈴木宗男先生
8月 24日（火）13時 30分～ 14時 30分　場所：サッポロビール本社講堂
第３号議案 第 29回北方領土ノサップ岬マラソン大会協力の件
「ブラウンリボン」バッジ　キャンペーンと昨年の「提案募集」の主旨に鑑み、
標記に対応する。
協力内容：マラソン大会の「プログラム広告」と「賞品提供（北海道倶楽部賞）」
日時等：8月 22日（日）8時～　根室市役所前集合、約 600 名参加
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　種　　別　　　　　     　概　　要
担当倶楽部役員、予算等：協議の上決定（総予算 5～ 6万円程度）
第４号議案 北海道フェア参加の件
昨年は秋葉原の千代田区グリーンフェスティバル 2009 に参加したが、本年は 
代々木の北海道フェアに参加する。（詳細は幹事会で検討する。）
(1) 参加内容：北海道情報の発信（倶楽部キャンペーンの広報を含む）
・テント内にテーブルを設置パネル、パンフレット展示
・北海道情報紙 “北海道 NOW” を渋谷近辺に新聞折り込みもしくはポスティン
グにて配布
北海道物産の販売、プレゼントの頒布
(2) 日程：10月１～３日　代々木公園 B地区イベント広場（NHKホール横）
(3) 予算： 北海道情報紙 “北海道NOW” 印刷・配布 100 万円
  イベント会場関連費用   50 万円 計 150 万円
第５号議案 役員改選、新入会員審査の件
・理事交代
平成２２年６月１７日辞任　宇佐美　暢子
平成２２年６月１７日就任　高橋　純二
・監事交代
平成２２年６月１７日辞任　田中　修
平成２２年６月１７日就任　日置　典宏
・部会幹事交代については検討中
・新入会員審査
第６号議案 その他
1. 交流イベントの件
・本年の交流イベントは会場を「明治記念館」に変更して、10月 27 日（水）
18時に行う。協賛、入場券の事前購入が年々少なくなってきているのでご協
力をお願いしたい。
・実施するキャンペーン等については幹事会で検討中。
2. 北海道事務所建て替えについて
平成20年12月17日の理事会で北海道に「意見書」を提出する決定をしていた。
その後経済状況の変化があり、計画が中断されていたので「意見書」提出を控
えていたが、計画が再開されそうであるので、別添の「意見書（案）」を用意し、
状況に応じて速やかに提出することとする。
3. 後援名義の使用承認の件（別添「後援名義資料」　事後承認）
「NPO法人北海道科学活動ネットワーク」からの「'10 青少年のための科学の
祭典北海道大会」開催に伴う後援名義の使用承認について（昨年と同様である
ので資料省略）
4．以後の理事会等予定
8月 31日 ( 書面理事会 )　10月 21日（木）12時　12月 16日（木）12時
（於　北海道東京事務所　会議室）
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　種　　別　　　　　     　概　　要
8月 31日

（書面理事会）
第 1号議案 「第 14回交流の夕べ」開催報告の件
参加 134 名
１． 公益事業費
交流の夕べ概算公益事業費
　主要項目      
交流の夕べ費用（サッポロライオン払い）  59 万円
その他（案内郵送ほか）費用     2 
受付 2人、交通費       2
支出合計      63
交流の夕べ　参加費収入    95 
差引収入      32 
２． 開催状況等
新幹線「早期実現バッジ」、北方領土早期返還「ブラウンリボンバッジ」、ふる
さと納税「ギフトカタログ」のキャンペーン実施。
森繁建（たつる、故久彌さんの次男）さんも出席し、北方領土と「ちぎれ千島
に雲が飛ぶ」（森繁久彌作詞、別添）への思いを語った。
盛会にてキャンペーンを行った。
以下に記事が掲載された。
産経新聞、北海道新聞
第２号議案 「第 29回 北方領土ノサップ岬マラソン」協力の件
8 月 21 日根室市で実施、参加者約 750 人（過去最多）。
当日のプログラムに広告出稿（別添）、北海道倶楽部賞提供、ブラウンリボンバッ
ジと「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」配布などで北方領土返還運動を推進。
当日、倶楽部から小池副会長（兼北海道支部長）が式典に参列した。盛会にて
終了。
第３号議案 特別講演会開催の件
8 月 24 日 13時 30分～ 14時 30分　サッポロビール本社講堂で実施
演題「北方領土問題と北海道」
講師　鈴木宗男新党大地代表、衆議院外務委員長
聴衆　約９０名（参加者名簿　別添）
北方領土返還運動推進ブラウンリボンバッジキャンペーンの一環でもある。
外交交渉を含め北方領土問題の内幕を語る。
第４号議案 第４７回「交流イベント　We Love Hokkaido－各種キャンペー
ン」開催の件
上記名称にて、通算 47回目の交流イベント（旧道産子の会）を開催する。
当倶楽部では、昭和 37年９月の「北海道人交歓パーテイー」を初回として、「道
産子の会」を開催してきた。今年は第４７回目にあたる。今回は、公益事業の
視点から、北海道倶楽部が行っている北海道のための各キャンペーンを中心と
する。
このイベントは、毎度多くの会員ほか各位からのご協賛に支えられています。
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　種　　別　　　　　     　概　　要
つきましては、多くの方々が期待されておりますので、依然厳しい経済状況な
ど、激動の社会経済状況のなか、誠に恐縮に存じますが、理事、役員、維持会
員企業各位におかれましては第４７回「交流イベント」を成功裡に執り行うた
めに、格別のご協賛を賜りますようお願いします。
開催日時 平成 22年 10月 27日 18時～ 20時
場所  明治記念館　富士の間（昨年と会場が変更となりました。）
開催内容 会場は変更となったが、昨年に準じて実施する。北海道倶楽部
の主催とする。
① ふるさと納税キャンペーン
② 北方領土返還推進「ブラウンリボンバッジ」キャンペーン
③ 北海道新幹線早期実現「新幹線バッジ」キャンペーン
④ 北海道産品の配布
⑤ 福引き
※実施アトラクションは検討中、協賛金、協賛品、入場券の前売り実施。
第５号議案 新入会員審査の件
第６号議案 理事　辞任、就任ほかの件
下記の通り、ご承認願います。
平成 22年 8月 31日理事辞任
片山　知洋、吉本　浩昌
平成 22年 8月 31日理事就任（任期平成 24年 3月 22日まで）
恩村　裕之、二階堂　裕隆
上記に伴う理事、監事は別紙のとおり。（平成 22年 8月 31日現在）
総会後、就任承諾書の提出をいただいて、ご就任された相談役、顧問、参与は
別紙のとおり。（平成 22年 8月 31日現在）
第７号議案 新公益法人制度移行業務の業務委託の件
新公益法人制度移行業務について、下記のとおり業務委託したいのでご承認願
います。
業務内容
新公益法人制度移行に関する定款作成、倶楽部の体制確立、認定申請等の一切
の業務。
（公益認定を軸とした業務委託をするが、倶楽部の方針が一般社団法人移行に
変更した場合はこれに合わせ業務内容も変更するものとする。）
業務委託先：五十嵐　紀男弁護士（北海道倶楽部　正会員）
1966  検事任官（東京地検）　以後、福岡（飯塚・小倉支部）、東京、札幌、宇
都宮、東京各地検検事、司法研修所教官、東京地検特捜部副部長、公安調査庁
総務課長、東京地検総務部長、東京地検特捜部長、最高検検事を歴任。
1998　横浜地検検事正　1999　検事退官　2000　公証人任官（八重洲公証
役場）　2010  公証人退官　2010　弁護士登録（第二東京弁護士会）
業務報酬 業務量（時間）に応じた報酬で協議中
（書面理事会）
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　種　　別　　　　　     　概　　要
10月 21日 第１号議案 キャンペーン等報告

(1) 北海道フェア in 代々木開催結果について
・10月１～３日代々木公園で開催（６月理事会での承認予算は 50万円、会場
費の請求額は未定だが予算内の予定）
・総入場者約 37万人
・北方領土返還、北海道新幹線早期実現、ふるさと納税キャンペーンを行った。
・ジャガイモ等の販売を行った。
仕入れ金額       　  ７７５，２９５円
販売金額             ６２０，０１６円
仕入れ金額と販売金額の差額（一部は交流イベントに振替）１５５，２７９円
完売　トマトジュース、ニンジンジュース、ハム、ジャガイモ
売れ残りの商品　ジャーキー、たべるラー油、北海道グリーン
２７日の交流イベントで賞品等として引き受ける。
(2) 北海道情報紙　北海道 “NOW” の配布について
北海道情報（キャンペーン等）の発信と北海道フェアの告知を行った。
・１１万部印刷し、代々木沿線に新聞（全国紙３紙）の折り込み配布をした。
・北海道フェア in 代々木会場内で配布した。
印刷代 ２４１，５００円、折り込み ３４６，５００円、会場内配布
１５４，５００円、合計 ６８２，５００円　税込
（６月理事会での承認予算は１００万円）
(3) ふるさと納税対応について（１０月１８日現在）
本年ふるさと納税ギフト申込者数 　２８人、総寄附額 ２８０万円
(4) 北方領土返還運動推進ブラウンリボン配布について（１０月１８日現
在）　累計配布数（無料分を含む）７，２９６個
(5) 早期実現　北海道新幹線バッジ配布について（１０月１８日現在）累
計配布数（無料分を含む）２，７４４個
(6) 第 47 回交流イベント開催の現況について（１０月１８日現在）
・次第（予定）は別紙の通り
・入場券　 事前販売入場券１０３枚（１０３万円相当）
  事前贈呈招待券１７６枚 ( 御協賛のかた )  小計２７９枚
  当日売入場券　１２０枚（予想　１２０万円）
合計３９９枚（予想数 380 人、申込総人数｛集計中｝239 人）
・協賛金  　１８５万円
・予想現金収入合計　　４０８万円 ( 事前販売、当日売、協賛金 )
(7) 新年交礼会について
昨年同様に実施したい。1月 28日（金）18時ホテルニューオオタニ麗の間
第２号議案 新入会員審査の件
第３号議案 北海道事務所建て替えについて
・6月理事会で、北海道事務所建て替えについての提出文書作成に当たっては、
以下の点に留意すべしとされていた。



-7-

　種　　別　　　　　     　概　　要
「北海道事務所建て替えについては単なるお願いの文書ではなく、北海道倶楽
部の貢献によって北海道事務所建設が行われた歴史を記し、応分の配慮をもっ
て倶楽部の新事務所に対応していただくようにすべきである。」
・別紙新聞記事にあるように、計画が具体的になってきたので、本日川城北海
道東京事務所長に状況をお伺いしたうえ、理事会の承認をいただき、別紙の文
書を知事宛に提出したい。
第４号議案 その他
1. 次回 12月理事会は 16日 12時の予定です。
2. 以後の理事会ほか予定
（於　北海道東京事務所　会議室）
第１号議案 本年度事業報告、来年度事業計画策定の方針（総会議案）
(1) 本年度事業報告案は別紙の案を基に作成したい。
(2) 来年度事業計画については、本年度の事業と同様に事業を行うことを
基本方針として作成する。計画実施に当たっては、北海道東京事務所の建て替
えの影響を考える必要がある。
(3) 各事業における具体のコンテンツは本年のコンテンツを基に各部会で
協議し検討のうえ実施することとする。
(4) 総会に会員除名の議案を提出したい。（対象は下記会員）
① ３年間会費未納の会員
② 連絡先変更の知らせが無く連絡がつかず会費の請求もできない会員
第２号議案 新入会員審査の件、会員数について
第３号議案 その他
1. キャンペーン報告（12月 14日時点）
① ふるさと納税キャンペーン
② 北方領土返還推進「ブラウンリボンバッジ」キャンペーン
③ 北海道新幹線早期実現「新幹線バッジ」キャンペーン
2. 第 47 回交流イベント報告～盛会にて終了した。
3. 鈴木章北大名誉教授（ノーベル化学賞、文化勲章）の、名誉会員（尊称）
就任について
4. 北海道事務所建て替えについて
5. 新年交礼会について
6. 公益法人移行について
7. 北方領土現地視察について
8. 総会は 3月 8日（火曜日）12時 30分の予定。
9. 会報配布先追加について
維持会員へ配布を追加したい。
10. 平成２３年の理事会予定

12月 16日
（事業報告にかかる部
分は当該報告に記す）
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　種　　別　　　　　

１. 交流事業
新年交礼会
1月 22日

交流の夕べ
８月４日

　概　　要
・１月２２日（金）１８時　ホテル
ニューオータニ麗の間　会費 1万円
・200 人超の参加で、キャンペーン「北
方領土返還運動推進！」をテーマに
新年交礼会を開催した。
・北方領土返還運動推進のための
「きっかけグッズ」としてブラウンリ
ボンバッジを製作し新年交礼会で発
表・配布を開始した。
・高橋北海道知事も出席し、バッジを
着用し祝辞に立った。
（別添会報記事参照）
・ブラウンリボンバッジ配布開始につ
いては、新聞記事にも取り上げられ、
鳩山総理（倶楽部会員）が国会の予
算委員会でバッジを着用している姿
がテレビで放映された。
・日時：平成２２年８月４日（水）18
～ 20時
・場所：銀座スターホール（東京都中
央区銀座 5-8-1 サッポロ銀座ビル 9F）
・会費 7，000 円
・参加者　参加 134 名
・新幹線「早期実現バッジ」、北方領
土早期返還「ブラウンリボンバッジ」、
ふるさと納税「ギフトカタログ」のキャ
ンペーン実施。
・「交流の夕べ」を新幹線「早期実現バッ
ジ」のお披露目とする。
・森繁建（たつる、故久彌さんの次男）
さんも出席し、北方領土と「ちぎれ千
島に雲が飛ぶ」（森繁久彌作詞、別添）
への思いを語った。
盛会にてキャンペーンを行った。
以下に記事が掲載された。
産経新聞、北海道新聞
（別添会報、新聞記事参照）

平成２２年度事業報告
平成 22年 1月 1日から平成 22年 12月 31日まで

平成２２年北海道倶楽部新年交礼会 平成２２年１月２２日（金）午  時～８時　会場　ホテルニューオータニ 　「麗の間」

１．開会の辞  

　　北海道倶楽部副理事長  香西　慧

２．ご挨拶～キャンペーンについて 
　　北海道倶楽部理事長  西村　守正

３．来賓祝辞
　　北海道知事 高橋　はるみ様

独立行政法人
北方領土問題対策協会 理事長 間瀬　雅晴様

４．来賓ほかのご紹介（敬称略）

５．主催者ご挨拶 
　　北海道倶楽部会長  松田　昌士

６．乾杯
　　北海道倶楽部副会長　  村上　隆男

７．懇談 ６：３０
積極的な交流（名刺交換など）を願います。

８．閉会（流れ解散） ８：００

４．来賓ほかのご紹介（敬称略）
衆議院議員（および事務所の代理の方）

  

 荒井　聰

  

 逢坂　誠二

国土交通省

大臣官房審議官 高松　泰

独立行政法人　北方領土問題対策協会

理事長  間瀬　雅晴

北海道

知事 

  

高橋　はるみ

東京事務所長  川城　邦彦

道内市町村東京事務所長

帯広市  神田　亜紀志

釧路市  川村　修一

室蘭市  佐賀　孝志

札幌市  堀川　政司

ご招待

俳優 

  

山田　吾一

平成２２年新年交礼会
社団法人北海道倶楽部

キャンペーン
北方領土返還運動推進！

ご来場の方は「ブラウンリボン」バッジを
お付けけいただくよう、お願い申しあげます。

第 14 回北海道倶楽部交流の夕べ
　平成２２年８月 4日（水）

（開始18時 00 分） 

１．開会挨拶　 西村　守正（理事長）　

　  会長挨拶　　　   松田　昌士（会長）　　

２．祝　辞　   川城　邦彦様（北海道東京事務所 所長）

３．ご来賓、国会議員ほかご紹介 （名簿○印記載の通り）（敬称略）

　  新入会員ご紹介   昨年来の「新入正会員」および「新入維持会員所属の登録

   会員」のいずれも出席者（名簿※印記載の通り）

４．乾　杯（18 時 30 分）  村上　隆男 （副会長）

５．懇　談

６．アトラクション（19時） サンバ

７．抽選会（19時30分）    香西　　慧（副理事長）

８．中締め（20時00分）    村上　隆男（副会長）

（20 時 00 分～　流れ散会）

　   

銀座スターホール
次　第

ブラウンリボンバッジ頒布申込方法（原価をいただきます。）   
  
社団法人北海道倶楽部では、頒布にあったって４個（最小注文単位）で 1，000円としています。 
 １，０００円の相当の切手を送って下さい。4個単位での対応になります。 
下記宛てに、返信先を記入した 120円切手を貼った返信封筒と 1，000円相当の切手を同封の上、郵送して
下さい。一週間程度で、返信封筒に「ブラウンリボン」バッジを入れ返送します。 
 20 個以上のお申し込みは、別途 北海道倶楽部（０３－３５８１－４０２１）にご相談下さい。 

第 14 回 交流の夕べ
社団法人北海道倶楽部

新 幹 線
早期実現

キャンペーン
ブラウンリボンバッジ
北方領土返還

   
    
HO

KKA
IDO CLUB

ECN
IS

            7291

ギフトカタログ
ふるさと納税
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　種　　別　　　　　     　概　　要
北方領土ノサップ岬マ
ラソンに協力
（北海道支部）

8 月 21 日

北海道フェアに出展
10月１～３日

第 47回交流イベント
10月 27日

（旧道産子の会）

「第 29 回 北方領土ノサップ岬マラソン」に協力
本件は、平成 21年度事業の提案募集「北海道のために、われわれは何をすべ
きか」で優秀賞に選定された「北海道倶楽部賞の創設」という提案実施の一環
としておこなわれた。
8 月 21 日根室市で実施、参加者約 750 人（過去最多）。
北海道倶楽部賞提供、ブラウンリボンバッジと「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」配布、
当日のプログラムに広告出稿（下記）、などで北方領土返還運動を推進。
当日、倶楽部から小池副会長（兼北海道支部長）が式典に参列した。盛会にて
終了。

・北海道情報紙 “北海道 NOW” を北海道倶楽部の出展の広報として、渋谷近辺
に新聞折り込み、会場内にて配布、北海道物産の販売、プレゼントの頒布
・日程：10月１～３日　代々木公園 B地区イベント広場（NHKホール横）
・北海道フェア in 代々木で北海道情報を発信（倶楽部キャンペーンの広報を
含む）、テント３張りの内にテーブルを設置パネル、パンフレットを展示
・北方領土返還、北海道新幹線早期実現、ふるさと納税の各キャンペーンを行っ
た。
・北海道物産（北海道洞爺湖サミット使用商品、世界遺産知床の商品、ふるさ
と納税ギフト関係商品）の販売を行った。
・期間中の総入場者約 37万人（北海道フェア in 代々木での総数）対象にキャ
ンペーンをおこなうことが出来た。
開催日時 平成 22年 10月 27日 18時～ 20時
場所  明治記念館　富士の間（昨年と会場が変更）
開催内容 北海道倶楽部の主催
・下記次第で盛会にて終了した。
・参加者約５００名
We Love Hokkaido 北海道キャンペーン
①ふるさと納税キャンペーン
②北方領土返還推進「ブラウンリボンバッジ」キャンペーン

ノサップ岬マラソン大会
北方領土社団法人北海道倶楽部

は北方領土返還運動に
協力しています

2009 年「北海道のために何をすべきか」をテーマに道内で提案を募集、その優秀作を実行に移すためこの大会に協力するものです。

社団法人北海道倶楽部（会長松田昌士、東日本旅客鉄道株式会社相談役）とは、
昭和 2年新渡戸稲造博士など在京の北海道ゆかりの人たちが結成した団体です。
親睦団体から公益団体として、公益事業を行う団体に変わってきました。

北方領土返還運動推進キャンペーン
１．バッジの趣旨： 
　北方領土問題の早期解決実現のためには、政府の外交交渉と並行して、それをしっかり後押しする関係者の熱意と実行力が不可欠です。
返還運動に関心を持つ方々の応援団を増やすためには、底辺を拡大してその輪をさらに 広げることが必要です。 
　そのためには、「日常会話に登場する返還運動」へと転換する必要がありますが、それを可能にするためには、話題のきっかけとなる
「きっかけグッズ」が有効です。 その趣旨から、「きっかけグッズ」の頒布をすることとしました。
２．「ブラウンリボン」バッジ：
北朝鮮の拉致問題のシンボルマークとして市民権を得ているブルーリボンと 同じ形の色違いのバッジです。
色は北方四島の「土地」の色であるベージュ がかったブラウン（土色）です。
「人の拉致」に対し北方領土 問題は「土地の拉致」です。主権と尊厳を侵されている２つの 大きな国際問題です。

「
ブ
ラ
ウ
ン
リ
ボ
ン
」
バ
ッ
ジ

〒100-0014 東京都千代田区永田町２－１７－１７北海道東京事務所４F　電話　０３－３５８１－４０２１　FAX　０３－３５８１－４０２２
 社団法人北海道倶楽部                                                                                                     URL：http://www1.ocn.ne.jp/~h-c/　mail:hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp

最近は下記のキャンペーンなどを行っています。
　北海道情報ラック、北海道情報展示・情報紙配布
　「ふるさと納税」者にカタログギフトの贈呈
　北方領土返還「ブラウンリボン」バッジ
　早期実現北海道「新幹線」バッジ

「
新
幹
線
」
バ
ッ
ジ

北海道倶楽部の提供
抽選会賞品（北海道倶楽部賞）
ブラウンリボンバッジ
「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」※（歌詞、譜面）

※作詞者森繁久彌さんの次男 ,建（たつる）さんが
北海道倶楽部に連絡をくれ、北方領土返還は父の思いで
あるので是非使ってほしいとの申し出があったものです。
作曲の岩代浩一先生も同様に言っています。
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　種　　別　　　　　     　概　　要
③北海道新幹線早期実現「新幹線バッジ」キャンペーン
④北海道産品の配布
⑤福引き

交流事業、メディア事業、ダイレクトメールなどを活用し本年はふるさと納税
ギフトの申込み数等は下記の通りであった。
本年度申込者総数 57名（昨年 73名）
道：市町村比　23:50（昨年 14:43）
寄附金額総計 6,040,000 円（昨年 8,160,000 円）
本年の新年交礼会から始めた事業である。
１．北方領土返還の意識を高めるための「ブ ラウンリボン」バッジを実費で
頒布する。
２．趣旨： 
　北方領土問題の早期解決実現のためには、政府の外交交渉と並行して、それ
をしっかり後押しする関係者の熱意と実行力が不可欠ですが、返還運動に関心
を持つ方々の応援団を増やすためには、底辺を拡大してその輪をさらに 広げ
ることが必要である。 
　そのためには、「日常会話に登場する返還運動」へと転換する必要がありま
すが、それを可能にするためには、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」
が有効である。その趣旨から、「きっかけグッズ」の頒布活動を事業 として推
進するものである。
３．「ブラウンリボン」バッジ：（写真：事業報告　資料参照）
　北朝鮮の拉致問題のシンボルマークとして市民権を得ているブルーリボンと 
同じ形の色違いのバッジである。
　色は北方四島の「土地」の色であるベージュ がかったブラウン（土色）で
ある。「人の拉致」にたいし北方領土 問題は「土地の拉致」として、皆さんに
主権と尊厳を侵されている２つの 大きな国際問題であるとの関心を相乗効果
的に持ってもらいたいと思う。
　新聞記事、交流事業、メディア事業、ダイレクトメールなどを活用し全国に

２.キャンペーン
①ふるさと納税キャン
ペーン

②北方領土返還推進
「ブラウンリボンバッ
ジ」キャンペーン
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　種　　別　　　　　     　概　　要

③北海道新幹線早期実
現「新幹線バッジ」キャ
ンペーン

3.調査研究事業
特別講演会

8 月 24 日

4.メディア事業
北海道倶楽部　会報

配布した。バッジ配布数等は下記の通りであり、初年度として、大変な成果が
あがったといえる。
配布バッジ数　9,624 個（無料分を含む）
収入金額 1,540862 円
（発注バッジ総数 10,500 個、発注金額 1,245,525 円）
「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」をあわせて配布開始（8月より）
森繁建（作詞者である故森繁久彌さんの次男）からの申し出を頂き、北方領土
を歌った標記の歌詞と楽譜を配布した。対象はブラウンリボンバッジ申込者
この事業は本年 8月の交流の夕べから始めた事業である。
１．北海道新幹線早期実現推進の意識を高めるための早期実現「新幹線」バッ
ジを実費で頒布する。
２．趣旨： 
　北海道新幹線早期実現のためには、それをしっかり後押しする関係者の熱意
と実行力が不可欠ですが、新幹線早期実現推進運動の応援団を増やすためには、
底辺を拡大してその輪をさらに 広げることが必要である。 
　そのためには、「日常会話に登場する北海道新幹線早期実現推進運動」をす
る必要がありますが、それを可能にするためには、話題のきっかけとなる「きっ
かけグッズ」が有効である。 その趣旨から、「きっかけグッズ」の頒布活動を
事業 として推進するものである。
３．早期実現「新幹線」バッジ：（写真：事業報告　資料参照）
　絵柄で北海道と新幹線を、文字で北海道と新幹線への想いを表現した。２５
mmサイズのピンバッジである。色は北海道のイメージ－緑と、情熱・熱意を
表す赤を配色した。北海道新幹線早期実現のため、話題の「きっかけ」グッズ
となれば幸いである。
　新聞記事、交流事業、メディア事業、ダイレクトメールなどを活用し全国に
配布した。バッジ配布数等は下記の通りであり、北海道のローカル色の強いバッ
ジであるが、初年度として、大変な成果があがったといえる。
配布バッジ数  2,927 個（無料分を含む）
収入金額  442,908 円
（発注バッジ総数 6,000 個（来年度分 3,000 個を含む）、金額 675,675 円）
演題「北方領土問題と北海道」
講師 鈴木宗男　新党大地代表、衆議院外務委員長
聴衆 約９０名（参加者名簿 別添）
北方領土返還運動推進ブラウンリボンバッジキャンペーンの一環でもある。
外交交渉を含め北方領土問題の内幕を語る。
聴衆の評判が良く、またの講演要望を受けた。
8 月 24 日 13 時 30 分～ 14 時 30 分 サッポロビール本社講堂で実施
本年度もメディア事業は、北海道情報の北海道外への広報活動を志向した。
会報第６３３号から第６４３号まで発行（毎月 1日、ただし 2月 1日号は休刊）
会員以外への会報の配布も積極的におこなった。( ふるさと会、同窓会、北海
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　種　　別　　　　　     　概　　要
道情報ラックなど）
　広報紙「北海道 ”NOW”」の発行配布は公益事業として、北海道情報紙への
会報の変身も視野に、会員外の読者層を狙った記事を集め、配布対象を広げ配
布することを目指すものである。
第一回発行
　物産展情報、北海道米 , スイーツ王国北海道、観光情報などの北海道情報を
載せ、ＡＮＡのマイレージクラブ会員誌「Ｂｉｒｄ ‘ ｓ」2010 年 2月号に同
梱 １２．１万部（関東居住者、51～ 65 歳、男女 同梱 229 万円　カラー印刷
代約 77万円、合計 306 万円）
第二回発行
北海道情報（キャンペーン等）の発信と北海道フェア in 代々木の告知を行った。
・１１万部印刷し、代々木沿線に新聞（全国紙３紙）の折り込み配布をした。
・北海道フェア in 代々木会場内でも配布した。
（印刷代 24万円、折り込み 35 万円、会場内配布 9万、合計 68 万円）
北海道の情報を入れた、情報ラックの設置、コンテンツの送付。
24カ所（レストラン、店舗等）設置
北海道関連のパンフレット、北海道倶楽部の会報、
北海道情報紙「北海道 ”NOW”」などを毎月送付
(1) 劇映画『大地の詩 -this one thing 1 do- 留岡幸助物語』
(2) 第 26 回太田義久書の個展（当倶楽部正会員）
(3) 道産子サッポロビール会
(4) '10 青少年のための科学の祭典北海道大会

北海道 ”NOW”
（カラー版）

北海道情報ラック

5．後援名義の付
与
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北
方
領
土
返
還
に
は
世
論
の

強
い
後
押
し
が
欠
か
せ
な
い

が

北
海
道
倶
楽
部
は
そ
の
世

論
の
一
層
の
喚
起
の
た
め

返

還
運
動
普
及
の
「
き

か
け
グ

ズ
」
と
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
リ
ボ

ン
バ

ジ

写
真

の
頒
布

を

公
益
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
す
る

こ
の
種
の
リ
ボ
ン
バ

ジ

は

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題

の
シ
ン
ボ
ル
マ

ク
と
し
て
ブ

ル

リ
ボ
ン
が
普
及
し
て
い

る

ブ
ラ
ウ
ン
リ
ボ
ン
バ

ジ

は

北
方
４
島
の
土
地
の
色
を

イ
メ

ジ
し
た
ベ

ジ

が
か

た
ブ
ラ
ウ
ン
で

形

大
き

さ
は
ブ
ル

リ
ボ
ン
と
同
じ

ブ
ル

リ
ボ
ン
が
「
人
の
拉

致
」
ブ
ラ
ウ
ン
リ
ボ
ン
は
「
土

地
の
拉
致
」
を
象
徴
す
る
国
際

問
題
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ク
と
言

え

頒
布
が
広
が
れ
ば
運
動
の

相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る

北
方
領
土
返
還
運
動
兵
庫
県

推
進
会
議
は
す
で
に
ブ
ラ
ウ
ン

バ

ジ
の
配
布
を
試
験
的
に
実

施
し
て
お
り

倶
楽
部
の
取
り

組
み
を
注
目
し
て
い
る

倶
楽
部
は
ま
ず
会
員
に
無
料

で
配
布
す
る
が

会
員
以
外
の

希
望
者
に
は
制
作
費

頒
布
費

を
含
め
た
原
価
で
配
布
す
る

バ

ジ
を
付
け
る
こ
と
で

北
方
領
土
問
題
が
話
題
に
な
る

き

か
け
と
な
り

そ
れ
が
返

還
運
動
の
広
が
り
に
通
じ
る
訳

で

会
員
の
積
極
的
な
関
与
が

望
ま
れ
る

北
方
領
土
返
還
の
世
論
喚
起

倶
楽
部
が
制
作
・
頒
布
事
業
実
施

「
北
方
領
土
返
還
運
動
推
進

キ

ン
ペ

ン
」
の
記
事
が
北

海
道

産
経

毎
日
各
新
聞
に

掲
載
さ
れ
て
か
ら

倶
楽
部
事

務
局
に
は
電
話
で
の
ブ
ラ
ウ
ン

リ
ボ
ン
バ

ジ
申
し
込
み
が
相

次
い
だ

２
月
１７
日
現
在
の
頒

布
個
数
は
２
４
９
５
個

こ
の
バ

ジ
は
テ
ス
ト
的
に

制
作
し
た
北
方
領
土
返
還
運
動

兵
庫
県
推
進
会
議
の
了
解
を
得

て
倶
楽
部
が
制
作

普
及
キ

ン
ペ

ン
を
開
始
し
た
も
の

頒
布
申
し
込
み
は
全
国
各
地

か
ら
あ
り
２
０
０
個

１
０
０

個
の
ま
と
め
買
い
も
あ

た

ま
た
申
し
込
み
の
際
「
い
い
キ

ン
ペ

ン
だ

頑
張

て
く

だ
さ
い
」
な
ど
の
声
も
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

バ

ジ
は
縦
２
・
８

横
１
・
２

ベ

ジ

が
か

た
ブ
ラ
ウ
ン

で

北
方
領
土
の
土
地
を

イ
メ

ジ
し
た
色
に
な

て
い
る

倶
楽
部
会
員
に

は
２
月
上
旬
１
個
ず
つ
無

料
送
付
し
た

申
し
込
み
方
法
次
の
通
り

▽
１
個
２
５
０
円

４
個

単
位
で
の
販
売

▽
１
０
０
０
円
相
当
の
切

手
（
例
え
ば
１
０
０
円
×
１０

枚
）
と

１
２
０
円
切
手
を

貼

た
返
信
用
封
筒
（
返
信
先

を
記
入
）
を
同
封
し
て
倶
楽
部

事
務
局
ブ
ラ
ウ
ン
バ

ジ
係
に

郵
送 ▽

申
込
先

〒
１
０
０
―

０
０
１
４
東
京
都
千
代
田
区
永

田
町
２
丁
目
１７
―
１７
北
海
道
倶

楽
部
ブ
ラ
ウ
ン
バ

ジ
係

▽

０
３
・
３
５
８
１
・
４

０
２
１

申
し
込
み
２
千
個
突
破

ブ
ラ
ウ
ン
リ
ボ
ン
バ

ジ

ブラウンリボンバッジを胸に！
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北方領土返還運動推進
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北
海
道
倶
楽
部
の
新
年
交
礼

会
が
１
月
２２
日
午
後
６
時
か

ら

東
京
・
千
代
田
区
の
ホ
テ

ル
ニ

オ

タ
ニ
で
開
か

れ

こ
の
日
か
ら
「
北
方
領
土

返
還
運
動
推
進
キ

ン
ペ

ン
」
が
ス
タ

ト
し
た

出
席
者
２
０
０
人
が

受

付
で
渡
さ
れ
た
返
還
運
動
の
シ

ン
ボ
ル

ブ
ラ
ウ
ン
リ
ボ
ン
バ

ジ
を
胸
に
着
け
た

一
方
倶
楽
部
事
務
局
に
も
バ

ジ
希
望
の
電
話
が
相
次
ぎ

キ

ン
ペ

ン
は
好
調
な
ス
タ

ト
を
切

た

こ
の
日
出
席
し
た
高
橋
道
知

事

町
村
信
孝
衆
議
院
議
員
は

道
内
や
政
界
で
バ

ジ
の
普
及

に
努
力
す
る
と
語

た

交
礼
会
は
西
村
守
正
倶
楽
部

理
事
長
が
北
方
領
土
キ

ン
ペ

ン
に
つ
い
て
説
明
し
た
後

高
橋
は
る
み
道
知
事
が
「
北
海

道
倶
楽
部
に
は
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
で
大
変
協
力
い
た
だ
い
て

い
る

今
回
の
北
方
領
土
返
還

運
動
キ

ン
ペ

ン
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で

北
海
道
と
し
て

も
領
土
問
題
解
決
に
向
け
努
力

を
し
た
い
」
と
決
意
を
表
明
し

た

い
て
間
瀬
雅
晴
・
北
方
領

土
問
題
対
策
協
会
理
事
長
が

「
北
方
領
土
問
題
の
話
題
の
き

か
け
に
な
る
グ

ズ
が
あ
れ

ば
い
い
と
思

て
い
た
と
こ
ろ

な
の
で

北
海
道
倶
楽
部
が
ブ

ラ
ウ
ン
リ
ボ
ン
バ

ジ
の
普
及

運
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
関

係
者
一
同
大
変
喜
ん
で
い
る
」

と
歓
迎
の
意
を
表
し
た

ま
た
松
田
昌
士
倶
楽
部
会
長

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本

相
談
役
）は「
北

方
領
土
返
還

の
横
断
幕
を

掲
げ
て
い
る

自
治
体
は
全

国
で
北
海
道

と
九
州
だ
け

だ

東
京
で

も

と
活
動

す
る
必
要
が

あ
る
」
と
延

べ

さ
ら
に

「
北
海
道
の
た

め
に
み
ん
な

が
力
を
出
そ

う

自
由
の

国
北
海
道

を
作
ろ
う
」
と
呼

び
か
け

こ
の
あ
と

村
上
隆
男
倶
楽
部
副
会
長
（
サ

ポ
ロ
Ｈ
Ｄ
社
長
）が「
乾
杯
」

と
発
声
こ
れ
に
出
席
者
が「
北

海
道
！
」
と
唱
和
し
て
懇
談
に

入

た
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
は
積
極

的
に
名
刺
を
交
換
す
る
場
面
が

見
ら
れ
た
が

と
く
に
高
橋
知

事
の
前
は

知
事
に
あ
い
さ
つ

し
よ
う
と
す
る
出
席
者
が
い
つ

ま
で
も
長
い
列
を
作
り

知
事

の
人
気
の
ほ
ど
を
物
語

て
い

た

の
日
俳
優
の
山
田
吾
一
さ

ん（
深
川
市
出
身
）も
元
気
な
姿

を
見
せ

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
小
池

明
夫
会
長（
倶
楽
部
副
会
長
）ら

と
近
況
を
語
り
合

て
い
た

倶
楽
部
新
年
交
礼
会
開
く

広
げ
よ
う
ブ
ラ
ウ
ン
バ

ジ
の
輪

村上隆男倶楽部副会長（サッポロHD社長）の「乾杯」の音
頭に出席者２００人が「北海道！」と応え気勢を上げた

２００
人
が
バ

ジ
を
胸
に

高橋知事もブラウンバッジを着けて会場に

俳優の山田吾一さん（左）が元気な姿を見せ、小池明
夫副会長(JR北海道会長）と談笑

挨拶する松田倶楽部会長（JR東日本相談役）

ー

た
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増刊号「北海道“NOW” 」発行
首都圏１２万人に配布
道内「いいもの」情報満載

既
報
の
通
り
北
海
道
倶
楽
部
は

２
月
に

北
海
道
の
魅
力
あ
る
情

報
を
集
め
た
オ

ル
カ
ラ

の
臨

時
増
刊
号
「
北
海
道
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」

を
発
行
し
ま
し
た

発
行
部
数
は
１３
万
部

首
都
圏

の
５１
歳
か
ら
６５
歳
ま
で
の
全
日
空

マ
イ
レ

ジ
会
員
１２
万
１
０
０
０

人
と
倶
楽
部
会
員
に
無
料
で
配
布

し
ま
し
た

会
報
と
同
じ
サ
イ
ズ
の
４
ペ

ジ
で

内
容
は
東
京
都
内
で
道
産

品
を
買
え
る
店
の
案
内
の
ほ
か

「
北
海
道
ス
イ

ツ
」
の
紹
介

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
見
所
な

ど
「
い
い
も
の
情
報
」
を
集
め
て

掲
載
し
ま
し
た

こ
の
情
報
紙
は

首
都
圏
の
人

に
北
海
道
の
優
れ
た
食
や
観
光
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り

北

海
道
の
活
性
化
に
少
し
で
も
役
立

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
発

行
し
ま
し
た

太
田
義
久
氏
個
展

毎
日
書
道
展
審
査
会
員
太
田

義
久
氏
の
個
展
が
（
北
海
道
倶

楽
部
後
援
）
４
月
１３
日
か
ら
１８

日
ま
で
「
ふ
る
さ
と
北
海
道
を

書
く
」
を
テ

マ
に

札
幌
市

中
央
区
南
１
西
３
の
大
丸
藤
井

セ
ン
ト
ラ
ル
７
Ｆ
ス
カ
イ
ホ

ル
で
開
か
れ
る

少年厚生の先駆者

山
田
さ
ん
映
画
化「
大
地
の
詩
」

制
作
資
金
支
援
を
呼
び
掛
け

現
代
ぷ
ろ
だ
く
し

ん
（
東
京
）
の
映
画
監
督
山
田
火
砂
子
さ
ん
（
７７
）
が

網
走
管
内
遠
軽
町
の
少
年
厚

生
施
設
「
北
海
道
家
庭
学
校
」
を
創
設
し
た
留
岡
幸
助
の
生
涯
を
映
画
化
す
る

題
名
は
「
大
地
の
詩
―
留
岡

幸
助
」
課
題
は
１
億
円
の
制
作
費
の
捻
出

山
田
さ
ん
は
「
非
行
少
年
の
厚
生
に
心
血
を
注
い
だ
留
岡
の
功
績

を
伝
え
る
た
め
ぜ
ひ
ご
協
力
を
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る

北
海
道
倶
楽
部
も
後
援
す
る

留
岡
幸
助（
北
海
道
家
庭
学
校
創
設
）の
生
涯

山田火砂子さん

留
岡（
１
８
６
４

１
９
３

４
年
岡
山
県
出
身
）は
明
治
期

に
空
知
集
治
監
の
教
戒
師
に
就

任
し
た
が

教
育
で
一
番
大
事

な
の
は
家
庭
だ
と
痛
感

１
９

１
４
年（
大
正
３
年
）家
庭
学
校

を
設
立

非
行
青
少
年
の
厚
生

に
心
血
を
注
い
だ

山
田
監
督
は
知
的
障
害
者
福

祉
を
テ

マ
に
し
た
「
筆
子
・

そ
の
愛
」や「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

の
監
督
と
し
て
知
ら
れ
る

現
代
社
会
は
貧
し
く
て
も
親

子
が
真
剣
に
語
り
合
い

家
族

が
寄
り
添

て
生
き
て
行
く
と

い
う
姿
が
失
わ
れ
て
い
る

今
こ
そ
「
留
岡
イ
ズ
ム
」
を

思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る
と
い

う
の
が
映
画
化
を
決
め
た
理

由

山
田
さ
ん
は
「
留
岡
の
存

在
を
若
者
に
伝
え
た
か

た
」

と
語
る

脚
本
は
す
で
に
完
成

キ

ス
ト
を
９
月
ご
ろ
ま
で
に
決

め

そ
の
あ
と
北
海
道
を
中
心

に
ロ
ケ
に
入
る

問
題
は
約
１

億
円
余
り
か
か
る
制
作
費
で

映
画
化
に
賛
同
し
た
有
志
が
応

援
団
を
結
成
し
て
募
金
活
動
を

展
開
し
て
い
る

ま
た
山
田
さ
ん
ら
は

映
画

上
映
の
際
に
使
用
で
き
る
１
０

０
０
円
の
前
売
り
券
を
販
売

そ
の
売
り
上
げ
を
制
作
費
に
当

て
る
た
め

全
国
各
地
で
福
祉

を
テ

マ
に
し
た
映
画
の
上
映

会
な
ど
を
開
い
て
協
力
を
呼
び

掛
け
て
い
る

し
か
し
ま
だ
資

金
め
ど
は
た

て
い
な
い

問
い
合
わ
せ
は

現
代
ぷ
ろ

だ
く
し

ん

０
３
・
５
３
８

０
・
９
８
７
１
へ

遠軽町の北海道家庭学校。道内
唯一の私立児童自立支援施設

今
秋
遠
軽
で
ロ
ケ
開
始
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北
海
道
倶
楽
部
の
平
成
２１
年

度
通
常
総
会
が
３
月
８
日

東

京
・
恵
比
寿
の
サ

ポ
ロ
ビ

ル
本
社
講
堂
で
開
か
れ

平
成

２１
年
度
決
算
同
２２
年
度
予
算

事
業
計
画
な
ど
を
承
認
し
た

事
業
計
画
で
は
昨
年
募
集
し

た
公
益
事
業
提
案
の
中
の
優
秀

作
品
に
つ
い
て

テ

マ
を
選

ん
で
実
行
に
移
す
こ
と
に
な
た

こ
の
ほ
か
北
方
領
土
返
還
運

動
推
進
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い

る

た
総
会
で
は
会
員
か
ら

「
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
新
千

歳
空
港

函
館
空
港
に
北
方
領

土
を
含
ん
だ
北
海
道
地
図
が
掲

示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
お
か
し

い

北
海
道
倶
楽
部
が
関
係
方

面
に
働
き
か
け
て
地
図
を
掲
示

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
」
と

の
発
言
が
あ
り

西
村
守
正
倶

楽
部
理
事
長
が
検
討
を
約
し
た

こ
れ
に
関
連
し
て
松
田
昌
士

倶
楽
部
会
長
は
「
領
土
問
題
へ

の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
も

北
方
領
土
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

か

返

て
く
れ
ば
ど
う
い
う

プ
ラ
ス
面
が
あ
る
の
か
を
Ｐ
Ｒ

す
る
必
要
が
あ
る
」と
提
言
し
た

ま
た
同
会
長
は
「
倶
楽
部
の

財
政
基
盤
を
強
化
し
な
い
と

北
海
道
へ
の
貢
献
も
で
き
な
く

な
る
」
と
訴
え
た
（
総
会
の

了
承
事
項
は
倶
楽
部
の
ホ

ム
ペ

ジ
参
照
）

２２
年
度
事
業
計
画

◆

基
本
方
針

公
益
社
団
法

人
の
認
定
を
受
け
る
た
め
の
体

制
を
整
え
る

北
海
道
の
情
報

を
道
外
に
発
信

北
海
道
発
展

に
寄
与
す
る

◆

会
員
増

ボ
ラ
ン
テ

ア

制
度
新
設
を
検
討
す
る

◆

公
益
事
業
提
案
の
中
か
ら

テ

マ
を
絞
り

実
行
に
移
す

◆

北
方
領
土
返
還
運
動
を
盛

り
上
げ
る
た
め
ブ
ラ
ウ
ン
リ
ボ

ン
バ

ジ
の
普
及
に
努
め
る

◆

ふ
る
さ
と
納
税

北
海
道

ち

と
暮
ら
し

新
幹
線
札

幌
延
伸
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
む

◆

キ

ン
ペ

ン
を
目
的
と

し
た
夏
の
交
流
事
業

交
流
イ

ベ
ン
ト
（
旧
道
産
子
の
会
）
情

報
展
示
な
ど
の
実
施

北
海
道
倶
楽
部
通
常
総
会
開
く

松
田
会
長

財
政
基
盤
強
化
訴
え
る

北
方
領
土
返
還
問
題
で
も
提
言

北
方
領
土
返
還
運
動
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
１
月
か
ら
北
海
道

倶
楽
部
が
配
布
し
て
い
る
ブ
ラ

ウ
ン
リ
ボ
ン
バ

ジ
は
３
月
２２

日
現
在
配
布
数
３
千
５
０
０
個

と
な

た

マ
ス
コ
ミ
が
倶
楽
部
の
活
動

を
紹
介
し
て
以
来

バ

ジ
の

希
望
者
は
全
国
的
な
広
が
り
を

み
せ
て
い
る

３
月
２
日
に
は

富
山
市
に
本
社
が
あ
る
北
日
本

新
聞
が
倶
楽
部
の
キ

ン
ペ

ン
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
た

め

富
山
県
在
住
者
か
ら
の
申

込
が
増
え
た

こ
れ
ま
で
北
方
領
土
関
係
団

体
で
は
兵
庫

長
野

京
都

富
山
名
古
屋
鳥
取
広
島

愛
媛

秋
田
各
府
県
か
ら
申
し

込
み
が
あ

た

ユ
ニ

ク
な
ケ

ス
を
紹
介

す
る
と

神
戸
市
の
機
械
関
係

の
会
社
ニ

コ

の
有
働
英
司

社
長
は

昨
年
知
床
方
面
に
社

員
旅
行
し
た
際

国
後
島
に
向

か

て
社
員
全
員
で
「
領
土
返

せ
！
」
と
３
回
叫
ん
だ
と
い
う

ほ
ど

領
土
問
題
に
強
い
関
心

を
持

て
い
た

そ
の
後
倶
楽
部
の
活
動
を
知

り

１
０
０
個
の
バ

ジ
を
申

し
込
ん
だ

取
引
先
や
知
人
に

配

た
と
い
う

ま
た
５０
個
を
申
し
込
ん
だ
三

重
県
津
市
の
主
婦
松
谷
祐
子
さ

ん
は

主
婦
仲
間
と
３
人
で

北
方
領
土
や
拉
致
問
題
に
関
心

を
持

て
も
ら
う
た
め
街
頭
演

説
を
行
う
と
い
う
行
動
派
主
婦

松
谷
さ
ん
は
「
こ
の
問
題
は

日
常
生
活
の
中
で
つ
い
忘
れ
が

ち

多
く
の
人
に
問
題
意
識
を

持

て
も
ら
う
た
め
ブ
ラ
ウ
ン

バ

ジ
を
配
布
し
た
」
と
語

て
い
る

会
社

団
体
か
ら
申
し
込
み

の
あ

た
中
で
最
高
は
３
０
０

個
だ

た

ブラウンリボンバッジ

全国各地から申し込み

　

新
道
海
北
は
部
楽
倶
道
海
北

運
現
実
期
早
の
伸
延
幌
札
線
幹

幹
新
「、
め
た
る
す
援
応
を
動

り
作
を

身
出
道
海
北
や
民
道
。
た
し
ま

係
関
道
海
北
、
者
住
居
州
本
の

配
で
費
実
に
心
中
を
ど
な
業
企

。
す
ま
し
布

　

館
函
新
、
は
線
幹
新
道
海
北

予
が
業
開
年
５
１
０
２
は
で
ま

札
し
か
し
。
す
ま
い
て
れ
さ
定

る
れ
さ
可
認
は
長
延
の
で
ま
幌

。
ん
せ

　

よ
に
減
口
人
は
道
海
北
後
今

す
ま
れ
さ
配
心
が
化
疎
過
る

格
規
高
て
し
と
策
対
の
そ
、
が

幹
新
の
で
ま
幌
札
や
路
道
線
幹

通
交
速
高
る
よ
に
ど
な
設
建
線

。
ん
せ
ま
せ
か
欠
が
備

内
年
は
省
通
交
土
国

認
を
」
幌
札
「
は
に

決
か
う
ど
か
る
す
可

。
す
ま
れ
わ
思
と
る
め

海
北
、
今
め
た
の
こ

い
強
の
へ
伸
延
の
道

ぶ
に
府
政
、
を
い
思

り
あ
が
要
必
る
け
つ

。
す
ま

　

4
個
1

横
、
縦
。
円
千
、
で

2
・
5

赤
、
に
央
中
を
道
海
北
の
色
緑

両
車
線
幹
新
す
表
を
意
熱
で
色

。
す
ま
い
て
し
ン
イ
ザ
デ
を

　

た
の
現
実
伸
延
幌
札
線
幹
新

し
い
願
お
う
よ
る
さ
だ
く
力
協

際
の
み
込
し
申
お
お
な
。
す
ま

。
い
さ
だ
く
て
し
記
明

　
　
　
　
　

を
現
実
期
早
の
」
伸
延
幌
札
「

北海道
倶楽部
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還
返
土
領
方
北
、
ど
な
布
配
の

部
楽
倶
道
海
北
る
い
て
し
施

月
８
、
は

22

第
る
れ
わ
行
に
日

29

土
領
方
北
（」
会
大
ン
ソ
ラ
マ

委
行
実
会
大
、
盟
同
成
期
帰
復

道
海
北
、
賛
協
に
）
催
主
会
員

。
た

　

世
の
求
要
還
返
土
領
方
北
、
は

施
実
年
毎
、
め
た
る
め
高
を
論

ま
あ
人
０
０
６
は
年
昨
、
れ
さ

。
た
し
加
参
が
り

　

室
根
で
場
会
、
後
の
式
彰
表

が
会
選
抽
る
た
当
が
品
産
特
の

の
会
選
抽
は
部
楽
倶
、
れ
わ
行

北
、
を
）
当
相
円
万
５
（
品
景

す
供
提
て
し
と
賞
部
楽
倶
道
海

。
る

　

ボ
リ
ン
ウ
ラ
ブ
に
者
加
参
、
け

資
る
す
介
紹
を
動
活
の
部
楽
倶

、
は
賛
協
の
へ
会
大。
く
置
も
料

集
募
ら
か
民
道
年
昨
が
部
楽
倶

化
体
具
の
案
提
業
事
益
公
た
し

。
つ
と
ひ
の

北方領土ノサップ岬マラソン大会

「北海道倶楽部賞」贈呈
道民の公益事業提案を具体化

　

8
月
4夕

の
流
交
部
楽
倶
道
海
北
、
日

タ
ス
座
銀
の
座
銀
・
京
東
が
べ

０
４
１
、
中
く
続
が
暑
猛
日
連

幌
札
線
幹
新
。
た
し
席
出
て
け

援
応
を
動
運
現
実
期
早
の
伸
延

　

た
し
席
出
て
し
と
賓
来
た
ま

男
次
の
ん
さ
弥
久
繁
森

建
さ

の
父
、
は
ん

4

思
い
熱
の
へ
島

海
北
も
に
め
た
る
す
現
実
を
い

。
た

　

作
が
ん
さ
弥
久
繁
森
て
い
続

一
の
曲
の
」
ぶ
飛
が
雲
に
島
千

者
席
出
、
れ
さ
流
に
場
会
が
部

動
運
還
返
土
領
方
北
、
が
員
全

誓
に
心
て
め
た
ら
あ
を
進
推
の

　

サ
て
め
初
に
本
日
は
日
の
こ

ビ
「
の
念
記
た
来
出
に
座
銀
が

く
開
べ
夕
の
流
交
部
楽
倶
道
海
北

が
な
り
踊
と
し
狭
場
会
、
が
行

歩
り
練
ら

楽
倶
、
き

も
員
会
部

輪
の
り
踊

。
へ
中
の

吹
も
暑
猛

す
ば
飛
き

が
上
り
盛

。
た
せ
見
を
り

　

と
あ
の
こ

雪
は
で
場
会

サ
、
業
乳
印

通
幌
札
、
ル

ノ
エ
オ
、
運

ど
な
ス
グ
ン

か
業
企
員
会

れ
さ
供
提
ら

抽
の
品
景
た

わ
行
が
会
選

憂
一
喜
一
、
れ

。
た
し

松田会長と談笑する
森繁建さん（中央）

第
29
回

方
北
「
が
部
楽
倶

4

」
賞
島

が
長
会
副
池
小

9

す
渡
手
に
人

　　

　

る
け
抜
け
か
を
島
半
室
根第

「

29

が
」
ン
ソ
ラ
マ
岬

8
月
22

行
日

過
う
い
と
人
０
５
７
約
、
れ
わ

の
へ
土
領
方
北
、
が

。
た
し
指
目
を

　

海
北
は
で
会
大
今

海
北
「
が
部
楽
倶
道

し
と
」
賞
部
楽
倶
道

す
供
提
を
品
念
記
て

抽
、
り
な
に
と
こ
る

、
果
結
の
選

9

の
人

北
Ｒ
Ｊ
（
長
会
副
夫

北
「ら
か）
長
会
道
海

方
4

が
品
念
記
の
ど
な
」
賞
島

。
た
れ
さ
渡

　

3

ら
か
外
道
。
目
種

も
56

。
た
し
加
参
が
人

　

10
時
50風

な
か
や
わ
さ
の
ら
か
洋
平
太

。
た

　

サ
の
汁
砲
鉄
の
ニ
ガ
咲
花
物
名

マラソン参加者に「北海道倶楽
部賞」を渡す小池倶楽部副会長

」
に
的
階
段
は
還
返
土
領
「

長
員
委
務
外
院
衆

　

別
特
の
催
主
部
楽
倶
道
海
北

月
８
が
会
演
講

24

・
京
東
、
日

務
外
院
衆
、
れ
か
開
で
堂
講
社

党
新
（
氏
男
宗
木
鈴
の
長
員
委

土
領
方
北
「、
が
）
表
代
地
大

講
て
し
題
と
」
道
海
北
と
題
問

返
土
領
「
は
氏
木
鈴
。
た
し
演

る
め
進
に
的
階
段
、
は
渉
交
還

、
べ
述
と
ど
な」
だ
的
実
現
が
の

渉
交
の
と
ア
シ
ロ
て
め
た
ら
あ

必
む
臨
で
度
態
な
軟
柔
、
は
に

。
た
し
調
強
を
性
要

　

ら
員
会
部
楽
倶
は
に
会
演
講

。
席
出
が
人
０
０
１
約

　

歴
は
島
４
方
北
「
は
氏
木
鈴

日
く
な
い
違
間
も
て
見
に
的
史

代
歴
、
し
と
」
土
領
の
有
固
本

組
り
取
の
へ
題
問
土
領
の
閣
内

。
た
し
介
紹
を
ど
な
み

　

領
の
後
今
は
氏
同
で
上
の
そ

の
年
６
５
９
１
①
は
渉
交
土

、
舞
歯
、
後
結
締
約
条
和
平
「

と」
る
す
還
返
を
島
２
の
丹
色

森
③
言
宣
京
東
の
で
下
権
政
川

は
道
外
以
る
す
に
礎
基
を
―
言

。
た
し
調
強
と
、
い
な

　

、

リ
シ
ナ
ク
の
後
還
返
島
２

共
「、
は
て
い
つ
に
フ
ロ
ト
エ

よ
て
れ
入
に
野
視
も
理
管
同

。
た
べ
述
と
」
い

　

土
領
の
相
首
人
直
菅
、
た
ま

て
い
つ
に
み
組
り
取
の
へ
題
問

線
琴
の
手
相
は
ん
さ
菅
「、
は

も
何
は
と
こ
な
う
よ
る
れ
触
に

進
、
は
で
け
だ
う
言
を
と
こ
な

全
は
に
権
政
菅
、
り
お
て
し
り

し
厳
と
」
い
な
い
て
し
待
期
く

。
た
し
判
批
く

ア
シ
ロ
「
て
し
連
関
に
れ
こ

待
期
に
相
首
前
夫
紀
由
山
鳩
は

の
後
今
は
相
首
菅
。
た
い
て
し

る
せ
任
に
相
首
前
は
交
外
ロ
対

。
た
べ
述
も
と
」
だ
き
べ

講演する鈴木宗男氏

演
講
が
氏
男
宗
木
鈴
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都
首
を
覚
味
の
秋
の
道
海
北

す
供
提
で
安
格
に
ち
た
人
の
圏

第
「、
る

22

in

が
」
木
々
代

10
月
1

ら
か
日

3

園
公
木
々
代
・
京
東
で
ま
日

部
楽
倶
道
海
北
。
た
れ
か
開
で

来
、」
展
出
「
て
め
初
て
し
意

人
の
ど
な
る
き
で
が
列
の
者
場

、
と
る
よ

3

に
候
天
も
と
間
日

中
間
期
、
ら
か
と
こ
た
れ
ま
恵

約
は
出
人
の

37

。
た

　

会
合
連
会
と
さ
る
ふ
道
海
北

実
る
く
つ
で
ど
な
業
企
内
道
や

。
催
主
の
委
行

22

え
迎
を
目
回

や
村
町
市
の
内
道
、
は
年
今
た

ど
な
者
業
品
食

80

加
参
が
体
団

。
た
し

　

1

は
に
式
会
開
た
れ
わ
行
日

見
を
顔
も
事
知
み
る
は
橋
高

し
厳
は
実
現
の
道
海
北
「、
せ

国
全
は
の
も
い
し
い
お
、
が
い

。
一

3

な
み
の
圏
都
首
で
間
日

、
後
の
こ
。
つ
さ
い
あ
と
」
い

　

野
の
て
た
れ
採
は
に
場
会

ス
イ
ア
、
ン
カ
ス
ギ
ン
ジ
、
ン

。
も
験
体
馬

　

つ
が
民
市
の
勢
大
ら
か
日
初

。
た
き
で
が
列
い
長
は

　

を
ル
ネ
パ
は
部
楽
倶
道
海
北

、
税
納
と
さ
る
ふ
、
て
し
示
展

幹
新
道
海
北
、
還
返
土
領
方
北

開
で
湖
爺
洞
年
昨
、
モ
イ
ガ

Ｇ
た
れ
か

8

。
た
し
供

　

安
に
当
本
「
は
婦
主
の
内
都

、
し
話
と
」
い
た
み
そ
う
。
い

3

完
で
前
午
日

。
た
し
売

　

ジャガイモを求め列を作る都民ら 倶楽部ブースを激励する高橋知事

北海道フェア、大盛況
倶楽部、代々木公園に「初出店」
じゃがいも、ハムなど完売
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秋の交流イベント開く

　

北
海
道
倶
楽
部
が
取
り
組
む

北
方
領
土
返
還
、
北
海
道
新
幹

線
の
札
幌
延
伸
な
ど
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
、
第
47
回
交
流
イ
ベ
ン

ト
（
旧
道
産
子
会
）
が
10
月
27

日
夜
、
東
京
・
元
赤
坂
の
明
治

記
念
館
で
開
か
れ
た
。
北
大
・

鈴
木
章
名
誉
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
を
祝
福
す
る
た
め
、
松

田
昌
士
会
長
が
鈴
木
氏
に
電
話

し
、
そ
の
快
挙
を
た
た
え
た
。

　

交
流
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
倶
楽

部
会
員
を
中
心
に
約
５
０
０
人

が
参
加
。
関
係
者
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
故
・
森
繁
久
彌
さ
ん

が
北
方
4
島
へ
の
思
い
込
め
て

作
詞
、
自
ら
も
歌
っ
た
「
ち
ぎ

れ
千
島
に
雲
が
飛
ぶ
」
を
、
歌

手
の
葵
ひ
ろ
子
さ
ん
が
熱
唱
し

た
。

　

こ
の
後
、
松
田
会
長
が
会
場

か
ら
直
接
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

に
加
え
、
本
年
度
の
文
化
勲
章

受
賞
も
決
ま
っ
た
鈴
木
氏
の
自

宅
に
電
話
。「
先
生
の
こ
つ
こ

つ
、
も
く
も
く
の
自
然
体
の
姿

勢
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
」
と

た
た
え
る
と
と
も
に
、「
ぜ
ひ

北
海
道
倶
楽
部
の
名
誉
会
員

に
」
と
要
望
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
鈴
木
氏
が

「
今
回
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
偶
然

で
あ
っ
て
、
す
べ
て
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
。（
名
誉
会
員
に
つ

い
て
は
）
光
栄
で
す
が
、
恥
ず

か
し
く
っ
て
」
な
ど
と
答
え
る

と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

わ
い
た
。

　

懇
親
会
で
は
飲
食
を
と
も
に

し
な
が
ら
、
旧
交
を
温
め
る
輪

が
あ
ち
こ
ち
に
。
豪
華
賞
品
が

当
た
る
抽
選
会
で
、
会
場
の
盛

り
上
が
り
は
ピ
ー
ク
に
な
っ

た
。

会長、鈴木氏を電話で祝福

ノーベル賞が決まり、喜び
を語る鈴木・北大名誉教授
（北海道新聞社提供）

電話で鈴木氏を祝福する松田会長
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ブラウンリボンバッジ関連新聞記事

北海道新聞朝刊　2010 年 8月 4日

産経新聞朝刊　2010 年 8月 4日

北海道新聞朝刊　2010 年 8月 5日

YOMIURI ONLINE
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平成 22年度事業、会計報告につき、以上のとおり報告致します。

 平成 23年 3月 8日

      社団法人　北海道倶楽部

       理事長　西村　守正

監査報告書

　平成 22 年度の会計報告につき、諸
帳票、帳簿を詳細に調査いたしました
ところ適法かつ適正であることを認め
ます。

平成 23 年 2 月 10 日

社団法人　北海道倶楽部
監事　森田　松太郎　
（自署）　　　　　　　　　

監事　西澤　正敬　　
（自署）　　　　　　　　　

監事　日置　典宏　　
（自署）　　　　　　　　　



-31-

　種　　別　　　　　     　概　　要
平成２３年度事業計画 平成 23年 1月 1日から平成 23年 12月 31日まで

平成２３年度事業計画
１．基本方針
　

　　　　１．基本方針

　　　　　２．中心の事業

２．管理分野の計画

3．新規事業の計画 
　　　（別表参照）

４．既存事業の計画 
　　　（別表参照）

５．北海道支部の計画 
　　　（別表参照）

昨年に引き続き、平成２０年度事業計画の基本方針（下記参照）のもと、公益
事業推進体制のさらなる整備を行い、公益社団法人の認定を目指す。
平成２０年事業計画（抄）

現定款の下、公益社団法人の認定を受けるため体制を整え、5 年以内の認定を目指す。認定基準をみたす下

記公益目的事業に取り組む。

公益目的事業：「公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 2条別表 19（地域社会の健全な発

展を目的とする事業）」に合致する ” 北海道の発展に貢献する事業 ”

事業は情報の交流を中心とする。なかでも、北海道の情報を道外に発信する分野は北海道にとって必要な分

野であるから特に注力する。

・公益社団法人認定に向け、引き続き、新しい公益社団法人の定款について調査、
研究、案作成を行う。
・公益社団法人認定に向け、新しい会計基準に沿った会計処理を行う。
・経常収支差の大幅変更に取り組む。
・公益事業引当金を廃したうえ、北海道東京事務所の建て替えに備え、建て替
え費用引当金を創設する。また残余の正味財産を公益事業積立金とする。
公益事業積立金を、公益事業に活用する。（今年度 3百万円超を引落す予定。）
・引き続き、公益事業のため、会員増に取り組むと共に、新しい組織・制度の
検討を行う。
・当法人の各活動について、定款、基本方針、コンプライアンス等の面から検討、
調整する。

・引き続き、北海道支部でおこなった公益事業提案募集内容の実施検討をする。
・昨年の公益事業実施の成果を今年度事業推進に活かす。昨年に続き、下記分
野ごとに担当を置き、事業協力・推進する。
・新事業の事業分野（含むキャンペーン）
　　北海道情報の発信（北海道情報ラック、北海道 ”ＮＯＷ ” 等）について
　　北方領土問題について（ブラウンリボンバッジ、現地交流など）
　　新幹線北海道延伸について（新幹線バッジ）
　　ふるさと納税について
　　ちょっと暮らしについて
　　道内外の交流、自然の村について
　　アイヌ文化について
　　食について
　　環境問題について
・昨年度に続き、 既存事業を継承しつつ、すべての既存事業に公益性のウェイ
トを強める。（北海道に対する貢献および会員外の第三者を対象に開かれた活
動など公益性に留意する。）
・道内でのキャンペーン・交流事業、調査研究事業（講演会など）を企画実施する。
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　種　　別　　　　　     　概　　要
６．組織・体制

時期
1月済

夏

未定

秋

未定

秋

随時

毎月

随時

随時

未定

各会年 4回

・管理部会、新事業部会、既存事業部会、北海道支部の構成メンバーの拡充を
する。
・ボランティア、企業メセナなどとのタイアップによる公益事業活動の充実に
むけ、体制を整備する。

別表　公益事業計画一覧表　　　（各部会対応）
　　　　　　　　　　　キャンペーン等の内容詳細は各部会で今後検討する。
新年交礼会　1月 28日 ( 金 )　於　ホテルニューオータニ
「北方領土返還推進運動」「ブラウンリボンバッジ」キャンペーン
「北海道新幹線早期実現」「新幹線バッジ」キャンペーン
「ふるさと納税推進」キャンペーン
上記キャンペーンを新年交礼会（交流事業）において実施した。
（会員以外含め 210 名出席：会員外の北海道関係者へも案内通知）
交流の夕べ
キャンペーンを目的とした夏の交流事業を実施する。
北海道支部交流の夕べ、特別講演会（仮称）
公益事業提案募集ほか、キャンペーン、交流事業を実施
交流イベント　「We Love Hokkaido」
（旧道産子の会、北海道関係者・愛する者の集い　500 名）　
キャンペーン、交流事業を実施
特別講演会
キャンペーンなどと連携した講演テーマを検討する。
（講演テーマ、行政との協賛などにより公共性のあるものとし、一般参加者を
呼ぶ。北海道での開催も検討）
情報展示イベント
昨年の北海道フェア参加による情報展示イベントを今年度も検討する。
（道内情報を伝達することを主としたキャンペーン）
会報の発行・配布
情報紙「北海道 ”NOW”」配布の成果も踏まえ、会報の配布先・配布方法、編
集内容、発行体制を見直す。
北海道情報ラック
引き続き北海道関連情報を設置先情報ラックに配信する。
ホームページ
刷新・更新
行政懇談会
北海道・市町村など関係機関との意見交換会（個別自治体対応も検討）
メディア懇談会
マスメディアとの融合を図り、道内情報を発信するための懇談会
親睦会
・北星会（ゴルフ）、麻雀会、囲碁会の運営体制の整備をおこなう。　
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１．会費未納者につき、定款第 11条第 1号にもとづき除名する。
（平成 22年末に再請求を実施済）
２．連絡先が不明となり、各種案内（会費請求等の連絡）が送付できなくなっ
　　た会員について、定款第 11条第 2号にもとづき除名する。
（会報平成 23年 1月号で消息をご存じの方にご連絡を呼びかけ済）

１．会費が平成 20年、平成 21 年、平成 22年の 3年度にわたり未納の会員。
２．北海道倶楽部に届けられた連絡先で連絡がつかない、連絡先不明な会員。

議案の主旨

今回の適用対象会員
（平成23年2月末時点）

定款第 11条に基づく会費未納者等の除名について　


